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ENERGY STAR® プログラム要件 
テレビジョン受信機の製品基準 

適合基準	 

バージョン 7.1	 草案	 

	 

以下はテレビジョン受信機の ENERGY STAR適合製品の適合基準バージョン 7.1の内容である。ENERGY 
STAR取得にあたり、製品はすべての定められた基準を遵守しなければならない。 

1 定義    

A) 製品機種:   
1) テレビジョン受信機(TV)1: 製品筺体内蔵のTVチューナーを備えて動的に映像を生成するよう設計され
た製品であり（以下を含むがこれらに限定されない）、有線または無線の情報源からの動的に視覚情報

を受信する能力がある。   
a) アナログおよびデジタル信号の地上波、ケーブル、衛星放送、および/またはブロードバンド伝送のた
めの放送および同様のサービス。かつ/または  

b) 高解像度マルチメディアインターフェイス(HDMI)、コンポーネント・ビデオ、S映像、コンポジット
ビデオなど、ディスプレイに固有のデータ接続、かつ/または 

c) USBフラッシュドライブ、メモリカード、またはDVDなどの媒体記憶装置、かつ/または、  
d) 一般的にイーサネットまたはWiFiを介して伝送される、通常インターネットプロトコルを使用するイ
ンターネット接続。  

 
2) ホームシアターディスプレイ(TV): 対角可視画面サイズが25インチ以上であり、動的に映像を生成する
よう設計され、内部チューナーを製品筐体内に含まず、ホームシアター用途として市販され、有線また

は無線の情報源からの動的に視覚情報を受信する能力があるが、下記に限られる。   
a) 高解像度マルチメディアインターフェイス(HDMI)、コンポーネント・ビデオ、S映像、コンポジット
ビデオなど、ディスプレイに固有のデータ接続、かつ/または 

b) USBフラッシュドライブ、メモリカード、またはDVDなどの媒体記憶装置、かつ/または、  
c) 一般的にイーサネットまたはWiFiを介して伝送される、通常インターネットプロトコルを使用するイ
ンターネット接続。  

 
ホームシアターディスプレイはコンピュータモニタまたはサイネージディスプレイ（ENERGY STAR 
ディスプレイ製品基準の対象製品）には該当しない。 

 
 

注記：EPAは ENERGY STAR TV適合基準の対象を拡張し、ホームシアターディスプレイを含め、TV視
聴がストリーミングに依頼してチューナーではなくなっている傾向に対応する。 EPA の提案はテレビジョ
ン関係者の意見にもとづき、多機能製品や高額品はチューナー無しで出荷されているということだった。こ

のような製品は ENERGY STAR基準にも使用しているテレビジョンの規格（10 CFR 430.2）に整合せず、

                                                        
1 10 CFR 430, 2 
2 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第2.14節  
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ENERGY STAR テレビジョン基準にも適合できない。さらに、消費者が有料テレビサービスやストリーミ
ングコンテンツ専用として、チューナーを必要としない製品を求めていることも EPAは理解している。EPA
はチューナーのない「ホームシアターディスプレイ」と典型的なテレビジョンとの間でエネルギー消費の違

いを予想していないが、テレビジョン基準の対象機器を拡大してこれらの新しい製品を取り込み、同じ適合

基準を適用することを提案する。これにより、消費者はエネルギー効率で、チューナーが必要かどうかを選

ぶことができる。 

 
提案する HTDの定義は殆ど TVの定義を取り込むが、チューナーのみが除外される。また、これらの製品は
コンピュータモニタやサイネージディスプレイ、すなわち ENERGY STAR ディスプレイ基準にも該当しな
いことを明確にした。最後にコンピュータモニタとのカテゴリーと区別するため、EPA は HTD が 25 イン
チ以上の対角可視画面サイズであるとした。EPAは提案へのコメントを歓迎する。 

 
HTD 定義と対象の拡大に当たっては、EPA は多くの小さな変更を提案し、すべての適合要件が新しい製品
に適用できるようにしていく。 

 
2) 接客サービス用（ホスピタリティ）テレビジョン受信機/ホームシアターディスプレイ: 以下の特性を含
むテレビジョン受信機またはHTD製品。 
a) 双方向通信用の制御ポート((DB-9、RJ11、RJ12、RJ45、同軸ケーブル、またはHDMI-CEC);  
b) ビデオ・オン・デマンド(VOD)システム、またはビデオではないホテルサービスや接客(ホスピタリ
ティ)に特化した用途に合わせて設計されたデジタルメディアプレイヤーを直接利用できるようにす
るための、有効状態の接客(ホスピタリティ)プロトコルソフトウェア（例：SmartPort、MPI、MTI、
シリアルプロトコル） 

 
B) 動作モード:   

1) オンモード2: TV/HTDが幹線電力源に接続され、動的に映像を生成できる操作モード。  

 
2) 静的待機（スタンバイ－パッシブ）モード3：TV/HTDが幹線電力源に接続され、音声あるいは画像の
いずれも生成していないが、遠隔操作装置または内部信号のみにより別のモードに切り変わることが可

能な操作モード。  

 
3) 動的待機（スタンバイ－アクティブ）低モード4： TV/HTDが幹線電力源に接続され、音声または画像
のいずれも生成していないが、遠隔操作装置または内部信号により別のモードに切り変わることが可能

であり、さらに外部信号により別のモードにさらに切り変わることが可能な操作モード。  

 
4) 動的待機（スタンバイ－アクティブ）高モード5：TV/HTDが幹線電力源に接続され、音声あるいは画
像のいずれも生成していないが、遠隔操作装置または内部信号および外部信号により別のモードに切り

                                                        
2 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第2.14節  
3 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.18節 
4 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.20節 
5 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.19節 
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変わることが可能であり、外部情報源とのデータ交換／受信を実行している操作モード。  

 
a) ダウンロード取得モード（DAM：Download Acquisition Mode）：製品が幹線電力源に接続され、
音声または映像のいずれも生成しておらず、積極的にデータのダウンロードを行っている消費電力モ

ード。データのダウンロードには、電子番組表で使用するチャンネル一覧情報、TV/HTD設定データ、
チャンネル表の更新、ファームウェア更新、緊急メッセージ／通信の監視、あるいは他のネットワー

ク通信が含まれる可能性がある。   

 
5) オフモード6：TV/HTDが幹線電力源に接続され、音声または画像のいずれも生成しておらず、遠隔操
作装置、外部または内部信号により他の操作モードに切り変わることができない操作モード。  

 
C) 追加機能7：本装置の基本動作には必要ない機能。 

注意：追加機能には、VCR装置、DVD装置、HDD装置、FMラジオ装置、メモリカードリーダー装置、
または周囲照明装置が含まれるがこれらに限定されない。   

 
1) シンクライアント機能: TV/HTDのクライアント機器を必要としない、消費者の建物併設のサーバー機
器を介し、ローカルエリアネットワーク上にてマルチチャンネルビデオ番組配信(MVPD)により提供の
暗号化された内容をTV/HTDが受信、解読、および表示する機能。 

 
2) 完全なネットワーク接続性：動的待機低電力モードで、ネットワーク上の存在(presence)を維持する

TV/HTDの性能。TV/HTDのネットワーク上およびアプリケーション上の存在とはいくつかのTV/HTD
コンポーネントの電力が低下していても維持される。そのTV/HTDは遠隔通信機器からの通信データに
基づき、電力消費状態を選択することができるが、動的待機(スタンドバイ- アクティブ)低モード状態に
とどまらなければならず、遠隔通信機器からのサービスの要求を受け入れない。完全なネットワーク接

続は特定のプロトコルに限定されない。また、”ネットワークプロキシ”機能としてEcma-393基準の中で
も言及されている。  

 
D) 特殊機能8：関連しているが義務的ではない機器の基本的な操作機能。 

注意：特殊機能は、特殊サウンドプロセシング、消費電力節約機能を含むがそれらに限られない。(例：
自動明るさ調節)  

1) 自動明るさ調節（ABC：Automatic Brightness Control）：周囲光に応じてディスプレイの明るさを調
節する自動機構。	 	 

2) ジェスチャー認識: 考えや感情、要求を表現するため体、頭や手足の動きによってなされる無言語のコ
ミュニケーション  

3) 音声認識: 発語された言葉、フレーズを認識する能力および口語によるコミュニケーションをそれを意
味する文字やコマンドに変換する能力。  

 

                                                        
6 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.13節 
7 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.1節 
8 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.17節 
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E) TV/HTD設定とメニュー:   
1) 事前画像設定9: 事前にプログラムされた製造時の設定で、明るさ、コントラスト、色味、鮮やかさなど
の画像パラメーターのTV/HTDメニューから取得できる。事前画像設定は、家庭もしくは店頭での設定
から選択できる。  

2) 初期画像設定10: TV/HTDが強制メニューから選択される初期画像設定。TV/HTDに強制メニューがない
場合は、事前画像設定として出荷される。  

3) 明るさ調節事前画像設定11: 家庭や店頭の初期設定での最高画像輝度の範囲内で可能なTV/HTD事前画
像設定  

4) 家庭用初期設定12: 製造元や家庭の視聴環境において推奨される消費者が一般的に視聴するために設計
された強制メニューより選択可能であるTV/HTD初期設定。  

5) 小売り用初期設定13: 店頭環境にてTV/HTDの仕様特長をアピールするために設定された強制メニュー
によるTV/HTDの初期設定。この初期設定はデモ映像や機能抑止設定もしくは画像の明るさ度合いを高
めるといった一般的な消費者視聴向きではないものである。  

6) 強制メニュー14: ユーザーが主要な機能を使用する前段階において選択を要する初期段階の一連のメニ
ュー。これらのメニューには、店頭および家庭初期設定間の視聴環境を選択するオプションが含まれる。  

7) 電子番組ガイド(Electronic Program Guide) (EPG): 外部情報や放送ビデオストリームに埋め込まれた
情報(例：番組日時や番組の説明)からダウンロードされたTV/HTD番組情報の双方向の画面メニュー  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                        
9 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H,	 第 2.15節 
10 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.4節 
11 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.3節 
12 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.6節 
13 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.16節 
14 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.5節 
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図１：強制メニューのあるTV/HTDのセッティング図15 

 
 

図２：強制メニューのTV/HTDのセッティング図 16 

 
 

F) 電源機器（Power Devices）:   
1) 外部電源External Power Supply (EPS)17: 外部電源アダプタとも呼ばれる。外部給電サーキットであり
家庭用電源からDCまたは低電圧ACに変換して商品に接続される。 

2) 主要バッテリー(Main Battery):18 主力電源のサポートなしで動的に映像を生成するためのTV/HTDのバ
ッテリー機能  

 
G) 製品特性:   

                                                        
15 U.S. Department of Energy, Energy Conservation Program: Test Procedures for Television Sets; Final rule, Federal 
Register,  October 25, 2013, 78 FR 63828. 
16 U.S. Department of Energy, Energy Conservation Program: Test Procedures for Television Sets; Final 
rule, Federal Register, October 25, 2013, 78 FR 63829. 
17 10 CFR 430 2 
18 10 CFR 430, サブパート B, 付属書類 H, 第 2.12節 
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1) 輝度19:	 任意の方向に進む光の単位面積あたりの光度の測光値であり、カンデラ毎平方メートル（cd/m2
）

の単位で表される。	 	 

2) 画面面積：製品の可視画面面積であり、可視画像幅を可視画像高さで乗算することにより算出される。	 
カーブした画面では、斜面の二地点間ではなくスクリーン表面上の曲率から算出する。  

3) 基本垂直解像度：TV/HTDの垂直軸における可視物理的線数（例：画面解像度が1920×1080（水平×
垂直）のTV/HTDは、1080の基本垂直解像度を有する）。	 	 

 
H) 基本モデル20: １つの製造元によってつくられたすべての機種の製品（またはその階級）で同一の主要エ
ネルギー資源を保持し、本質的に電子的、物質的そして機能的に本質上同一の性質をもち、エネルギー消

費とエネルギー効率化に影響するもの。  

 
I) マルチチャンネルのビデオ番組配信(Multichannel Video Programming Distributor) (MVPD)21: ケーブ
ル運用事業者またはそれに限定されない、マルチチャンネルポイントの配信サービス、ダイレクト放送衛

星サービスまたはテレビジョン受信のみの衛星番組配信事業者などの、ビデオ番組のマルチチャンネルの

視聴者または消費者による購入を可能にする事業者。  

 
J) UUT(被試験機器):試験が行われる機器  

 

2 適用範囲   

2.1 対象製品  
2.1.1 ENERGY STAR 認証製品として適合している製品(第2.2節に記載の製品を除く)は以下の通り： 

(1) TV/HTD (例：TV/HTDが主機能)として消費者に対して販売され、 
(2)壁コンセントまたは外部電源装置からの電力供給機能があること、そして(3)下記の製品機種の定
義のうち1つを満たす製品は、第2.2節に示される製品を除き、ENERGY STAR 適合の対象となる。 
i. テレビジョン受信機   
ii. 接客サービス用(ホスピタリティ) TV/HTD 
iii.ホームシアターディスプレイ 

 
2.2	 対象外製品    
2.2.1 他のENERGY STAR製品基準のもとで対象になっている製品は、本基準に基づく適合の対象にはなら

ない。現在有効な基準書の一覧は、www.energystar.gov/specifications. で見ることができる。  

  
2.2.2 以下の条件を１つ以上満たす製品は、本基準に基づくENERGY STAR適合の対象ではない。 

i. 主要電源に接続せずに操作可能な主要バッテリーを保持するTV/HTD  
ii. コンピューター入力ポート(例:VGA)を保持する製品で、製品筺体内に統合されたTVチューナー
を内蔵しない、おもにコンピューターモニターまたはほかのディスプレイとして市場販売されてい

                                                        
19 CFR 430, Subpart B, Appendix H, Section 2.11 
20 10 CFR 430 2 
21 47 USCS § 522(13) 
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るもの。  

 

3 適合基準   

3.1 有効桁数と端数処理   
3.1.1 すべての計算は、直接測定された（端数処理をしていない）数値を用いて行うこと。計算結果のみ

四捨五入すること。  
 
3.1.2 別段の規定が無い限り、基準値への準拠は、いかなる端数処理を行うことなく、厳密値を用いて評

価すること。  
 

3.1.3	 年間エネルギー使用量(AEC)のENERGY STARウェブサイトにおける公開用に提出される値は、
100kWh以下の場合、小数点以下第１位まで四捨五入、それ以外の場合は最も近いkWhに四捨五入
する。詳細は10 CFR Part 430 Appendix Hセクション8.2を参照 

 
3.1.4	 ENERGY STARウェブサイトにおける公開用に提出される、直接的に測定または算出された数値

は、対応する基準値に表されている最も近い有効桁数に四捨五入すること。	  
 
3.2 一般要件    

3.2.1 外部電源装置 (EPSs): 付属書類 Zから10 CFR Part 430サブパートBの外部電源装置の消費電力測

定のための単一試験方式に従って試験した際の国際効率表示協定(International Efficiency 
Marking Protocol)に基づき、単一および複数電圧の外部電源装置はレベルVIもしくはそれ以上の性
能要件を満たすこと。  
i. 単一および複数電圧の外部電源装置はレベルVIもしくはそれ以上のマークを表示する 
ii. 表示協定に関する追加情報は

http://www.regulations.gov/#!documentDetail;D=EERE-2008-BT-STD-0005-0218にて入手す
ることができる。 

  
3.2.2 一般使用者に対する情報提供：製品は、（1）印刷物あるいは電子版の取扱説明書、または（2）梱包
あるいは同梱されるメッセージ書のいずれかを含む消費者向け情報資料と共に出荷すること。これら資料に

は以下のものが含まれる。  
i. ENERGY STARプログラムに関する情報	 	 
ii. TV/HTDの出荷時における初期構成および設定の変更から推測される消費電力量に関する情報。

および、	 	 

iii. ある任意の特性および機能（例：瞬時電源オン）を有効にすることによって、消費電力量が規
定のENERGY STAR適合に求められる基準値よりも大きくなる可能性があるという注記。	 	 

	 

3.2.3 強制メニュー：最初の起動時に強制メニューを含む製品は、以下のとおりにすること。  
i. 「家庭用（home）」画像設定または「小売り用（retail）」画像設定の選択肢を使用者に提供す
る。パートナーは、EPAにより認められた場合において、別の用語を使用することができる。  
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ii. 最初の起動時において「小売り用」画像設定が選択された場合には、（1）使用者に対して「小
売り用」画像設定を選択したことを確認するように求める第2メッセージ（プロンプト）を表示す
るか、あるいは（2）「家庭用」画像設定が当該製品のENERGY STARに適合する設定であると
いう情報を、起動メニュー上に表示する。上記（2）を選択した場合は、ENERGY STAR適合と
期待される消費電力量についての追加詳細が、製品に関する印刷物およびパートナーのウェブサ

イト内の製品情報ページに記載されていること。  

 
3.2.4 既定画像設定メニュー：消費者がいつでも既定メニューの中から別の画像設定を選択することがで

きる製品については、以下のとおりにすること。 
i. 初期画像設定が、当該製品のENERGY STARに適合する設定であるという情報を表示する。例え
ば、このような情報は、該当する画像設定の名称の周囲または説明にENERGY STARマークを
含めることによって、あるいは初期画像設定以外の設定が選択されるたびに表示されるメッセー

ジ形式によって示すことができる。 
ii. ENERGY STARラベルをTV/HTDの正面や上部に貼付し、スクリーン表示の代わりに既定画像設
定以外の設定でエネルギー消費が変わることを提示してもよい。 

iii.オプションとして、セクション3.3	 オンモード要件を見たしENERGY STAR適合するTV/HTD
であれば、初期設定画面ではなくて工場セッティング画面を表示してもよい。ENERGY STAR
適合のために、パートナーはセッティングの存在をEPAが認定する認証機関に報告し、書類を保
持する。EPAはいつでもこの書類を要求できる。適合と評価では、そのセッティングによる第三
者試験やレビューは行われない。 

 
3.2.5 静的待機(スタンドバイ－パッシブ)モードおよび動的待機(スタンドバイ－アクティブ)低モード設

定: ユーザーが選択し、オンモードの画面表示で容易に、または家庭用初期設定と異なる電力消費
を設定できる強制メニュー以外の設定メニューで、静的待機および動的待機低モードを有効化でき

る製品については、以下のとおりにすること。 
i.スクリーン等では、出荷時の初期設定はENERGY STAR適合に影響することを表示する。例えば。

ENERGY STARマーク及び製品名周辺や出荷時設定の説明文、メッセージなどで、出荷時と違う
セットを選ぶたびに表示すること。 

ii. ENERGY STARラベルでは、TV/HTDの正面や上部に貼付しスクーン表示の代わりとして表示し。
出荷時設定を変えるとエネルギー消費量が変わることを知らせる。 

  
3.2.6 シンクライアント機能とマルチチャンネルのビデオ番組配信実行機能(MVPD Ready)情報:シンクライ
アント機能が出荷時に有効またはMVPD製品については、以下のとおりにすること。:  

i. シンクライアント適用状況、サポート情報、および相互運用性プロトコル、ディスプレイの復号・
デコードを含むがそれに限定せず、ENERGY STAR 適合製品リスト用に報告する。そして 

ii.ユーザーマニュアルそして/またはTV/HTDがMVPDからセット・トップボックスなしで機能しう
る画面上にて消費者に情報提供する。  

 
3.2.7 動的待機(スタンドバイ－アクティブ)、高電力モードの機能性: 動的待機、高電力モードのTV/HTD

は、製造事業者のファームウェアの更新または他の動的待機、高電力モードでのメンテナンス操作
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の完了から15分以内に、動的待機、低モード、静的待機モードで試験された初期設定に自動的に戻
る。  

 
3.3 オンモード要件   

3.3.1 すべてのTV/HTDは、付属書類 H内 第7.1.2節 初期設定によるABCが有効化されていないテレビジ
ョン受信機のオンモードテストまたは 第7.1.3.2節（初期設定にてABCが有効化されているTVの）
オンモード電力測定において決定されたオンモード消費電力は、最大オンモード消費電力要件以下

であり、高解像度への適用は計算式１によること 

 
計算式  1：すべてのTV/HTDのオンモード消費電力の計算  

PON ≦ PON_MAX＋PHR 
上記の式において:  

§ PON はオンモードの消費電力でありワット(W)で表す 

§ PON_MAX はオンモードの消費電力において最高のワット(W)数で計算式２により求める 

§ PHR は高解像度のワット(W)数で計算式３に適用して求める 

 
3.3.2 最大オンモード消費電力要件(PON_MAX)は下記計算式によること。 

 
計算式  2：すべてのTV/HTDに対する最大オンモード消費電力要件(PON_MAX)の計算  

PON_MAX =78.5 × tanh[0.0005×(A−140)＋0.038]＋14 
上記の式において:  

§ PON_MAX は最大オンモードの消費電力でありワット(W)で表す 

§ Aは製品の可視画面範囲で平方インチ単位で記され、  

§ tanhは双曲線タンジェント関数 

 
3.3.3 基本水平解像度が2160線以上のTV/HTDは、高解像度オンモード消費電力代用値(PHR)を計算式3に

より求める。 

 
計算式  3：基本水平解像度2160線以上のテレビのオンモード消費電力代用値計算  

PHR =0.5×PON_MAX 
上記の式において:  

§ PHR は高解像度オンモードの消費電力代用値でありワット(W)で表す 

§  PON_MAX は最大オンモードの消費電力であり計算式２に適用して求めワット(W)で表す 

 
3.4 静的待機 (スタンドバイ－パッシブ )モード要件  
 
3.4.1 静的待機モード電力(PSTANDBY-PASSIVE)は、付属書類 Hの第7.3.2節	 静的待機モードにつき測定され、

0.5ワット(W)以下とする。 

 
3.5 動的待機 (スタンドバイ－アクティブ )低モード要件  
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3.5.1 動的待機(スタンドバイ－アクティブ)、低モード電力(PSTANDBY-ACTIVE-LOW)測定は、付属書類 Hの第7.3.3

節 動的待機(スタンドバイ－アクティブ)低モードにつき試験され、3.0ワット(W)以下とする。:  

 
3.6 輝度要件   
3.6.1 製品の選択可能な最も明るい既定画像設定輝度(L DEFAULT_RETAIL または L BRIGHTEST_HOMEいずれか大

きい値)が350cd/m2未満であるとき、初期画像設定輝度(L BRIGHTEST_HOME)は選択可能な最も明るい既定
画像設定輝度の65%以上であること。  

 
3.6.1 製品の選択可能な最も明るい既定画像設定輝度が350cd/m2以上であるとき、初期画像設定輝度は

228cd/m2以上であること。  

 
3.7 接客サービス用TV/HTDのダウンロード取得モード (DAM)要件  
  
3.7.1 製品は、以下の内容を実行するために、所定の予定に従って自動的に静的待機（スタンバイ－パッシ

ブ）モードを解除し、ダウンロード取得モードに移行することができる。	 	 

	 

i. 電子番組表で使用するためのチャンネル一覧情報をダウンロードする。	 	 
ii. 緊急メッセージ／通信を監視する。または、	 	 
iii. ネットワークプロトコルを介して通信する。	 	 

 
3.7.2 すべてのDAM状態によるDAM消費電力量測定値（EDAM）は、CEA工程における測定により、1日あた

り40 Wh（0.04 kWh/日）以下であること。	 	 

 
注記 :  アメリカ市場にて販売される製品は最小限の毒性および再利用性要件に従属するものとする。詳しく
は、テレビジョン受信機に関するENERGY STAR プログラム要件:パートナーの責務を参照のこと。  

 

4 試験  

4.1 試験方法   
4.1.1 表１に示す試験方法を使用して、計算すること。 

表１ :  ENERGY STAR適合に関する試験方法  
製品機種  試験方法  

すべて交流主電源のTV/HTD 付属書類 Hから10 CFR § 430のサブパート Bに組込まれた
テレビジョン受信機セット消費電力測定の単一試験方法。  

 
4.2	  TV/HTDの動的待機 (スタンドバイ－アクティブ )低モードの追加必須試験   
4.2.1 表２に示す試験方法は動的待機(スタンドバイ－アクティブ)低モードのTV/HTDに使用する。 

表２ :  動的待機(スタンドバイ－アクティブ)低モードTV/HTDの試験方法  
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製品機種  試験方法  
動的待機(スタンドバイ－アクティブ)低モード付き

TV/HTD   

CEA-2037-A, テレビジョン受信機セット消費電力
測定法  

 
4.2.2 TV/HTDがネットワーク機能付きで付属書類 Hにつき動的待機(スタンドバイ－アクティブ)低で試験

した場合、以下の追加試験が同時にENERGY STAR 認証に必要とされる。:  
i. 追加前提のCEA-2037Aの第6.6.5節	 動的待機(スタンドバイ－アクティブ)低にて明示された全て
の手順を実施する:  
1) 付属書類 Hセクション7.1.1オンモード試験により、オンモードにてUUTを構成し、直ちにリモ
ートコントロールの電源ボタンを押す。そして、  

2) CEA-2037-A 第6.7.5節の手順を開始する前に、電源ボタンを押して5分待つ。 
ii. CEA-2037-A 第6.7.5.2節有用性が確認できたTV/HTDについては、完全ネットワーク接続を保持す
るものとして報告すること。  

 
4.3 接客サービス用 (ホスピタリティ )TV/HTD の追加必須試験  
 
4.3.1 表３に示す試験方法は接客サービス用(ホスピタリティ)TVのDAMエネルギー消費測定に使用する。 

表３ :  接客サービス用(ホスピタリティ)TV 試験方法  
製品機種  試験方法  

接客サービス用(ホスピタリティ) TV/HTD DAM試験のCEA方式: テレビジョン受信機	 
2010年9月改訂0.3  

 
4.4 試験に必要な台数   
 
4.4.1 以下の抜取り方式のいずれか１つがENERGY STAR 認証用試験に使用されるものとする:   

i. 基本モデルの試験用に代表的な試験台(unit)１台が選択されるものとする。 
ii. (10 CFR § 429.11.を引用の)10 CFR § 429.25で定義された抜取り方式要件につき試験台が選択され
るものとする。  

 
4.5 国際市場における適合    
 
4.5.1 ENERGY STAR としての販売および宣伝を予定する各市場の該当する入力電圧/周波数の組み合わせ

において、製品の適合試験を行うこと。 

  

5 ユーザーインターフェイス  
5.1.1 パートナーはユーザーインターフェイス規格IEEE 1621：オフィス/消費者環境において使用される電

子機器の電子制御におけるユーザーインターフェイス要素の規格(Standard for User Interface 
Elements in Power Control of Electronic Devices Employed in Office/Consumer Environments)に
従って、製品を設計することが奨励される。詳細については、http://eetd.LBL.gov/Controls を参照す



p2仮訳 

テレビジョン受信機の ENERGY STAR プログラム要件 － 適合基準	 v7.1 草案 12 

る。 

  

6 発効日   
6.1.1 発効日: ENERGY STAR テレビジョン受信機基準バージョン 7.1は、2015年 10月 30日に発効する。

ENERGY STARに適合するためには、製品モデルは、製造日の時点で有効な ENERGY STAR 基準
を満たしていること。製造日とは、各機器に固有であり、機器が完全に組み立てられたと見なされる

日(例：年月)である。 

 
6.1.2 将来の基準改定：技術および/または市場の変化が、消費者、業界、あるいは環境に対する本基準の有

用性に影響を及ぼす場合に、EPAは本基準を改定する権利を有する。現行方針を遵守しながら、基準
の改定は、関係者の協議を通じて行われる。基準が改定される際、ENERGY STAR 適合が製品モデ
ルの廃止までに自動的には認められないことに注意すること。  

 

7 将来の基準改定に向けた検討  

 
7.1.1 動的待機(スタンドバイ－アクティブ)高モード: EPAとDOEは動的待機(スタンドバイ－アクティブ)高

モードに関する認識を深める方針。EPAは次回の基準改定において、この問題を究明し、潜在的極限
電力とデューティー周期の要件を予定している。  

 
7.1.2 エネルギー効率化における傾向と改良: EPAはこの数年における、LED効力、反射偏光フィルム、電

力供給の改良、低画面反射率、バックプレーンの改良(低温ポリゴンとアモルファス半導体、量子ドッ
ト技術と次世代有機 LEDなどのテクノロジーの発達によってなされるさらなるエネルギー効率化を
予見している。そういうものとして、EPAは将来の既定改定にむけた消費電力のさらなる制限を提議
する機会を想定している。 


